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1．背景と研究目的 

相 Al3Mg2および相 Mg17Al12は、各々単位胞に 1178 個および 58 個の原子をもつ複雑な原子配列を

示す[1]。この複雑な原子構造の起源は、フェルミ面とブリルアンゾーンとの相互作用による電子系エネ

ルギーの低下と予想されている[1-3]。第一原理計算[1,3]によると、相 Al3Mg2 では、フェルミ準位 EF

付近の遍歴電子波が{10 10 0｝、{10 8 6}および{14 2 0}ブリルアンゾーン面群で干渉し、電子状態密度分布

に EFを挟んだ浅い擬ギャップ構造を形成する。 

本研究では、複雑構造合金相 Al3Mg2についてその構造安定性の起源を実験的に解明するため、角度

分解光電子分光 ARPES によってその価電子帯構造を直接明らかにすることを目的とした。 

 

2．実験内容 

あいちシンクロトロン光センターBL7U において低温（~10 K）にて ARPES 測定を行った。測定には、

[011]方向に切り出した単結晶（大きさ 0.5 x 0.5 x 3 mm3）を用い、真空中低温下で破断して(011)清浄表

面を得た。また、[001]方向にオフノーマル放出 ARPES 測定ができるように試料をセットした。 

 

3．結果および考察 

図 1 に角度積分価電子帯光電子スペクトルと第

一原理計算による状態密度分布を比較する。ここで、

光電子スペクトルは、実測値から 2 次電子のバック

グラウンドを繰り返し法[4]で差し引いてあり、自

由電子モデルの状態密度分布も示した。相 Al3Mg2

は、試料表面の劣化（酸化）が激しく、角度分解ス

ペクトルを十分な強度で測定できなかったが、角度

積分スペクトルには、予測された EF における強度

の減少が見られる。6 eV 付近に酸化による構造が

成長するため、実測の価電子帯バンド幅が予測より

狭くなっていると思われれる。 

表面劣化に対する課題を解決し、再測定の必要が

あるが、既に報告した相 Mg17Al12 同様[5]、相 

 
図 1．角度積分価電子帯スペクトルと状態密度． 

Al3Mg2でも EF付近に強度の減少が見られ、これらの複雑構造合金のフェルミ面・ブリルアン相互作用

による安定化機構に対する実験的証拠が得られたと考えられる。 
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